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【文学研究科の今後の展開】　その後も人文学カフェとしては、第 3 回・第 4 回を 9 月と 12 月に開催し、多数の来場者がありました。また、毎年度、
市民向けの公開講座も開いており、今年度は「ごかい・誤解？」のテーマで、4 月〜 5 月に開講しました。今後もこれらの市民向け活動を展開
していきますので、ご希望の講座テーマなどがありましたら、文学研究科の研究推進室（kenkyu@let.hokudai.ac.jp）にお知らせください。

【文学部・文学研究科の映像コンテンツ】
・全学教育
　「論理学 A」、「漢文購読」など全５件	
・学部専門教育　
　「フランス語学」、「比較地域社会学」など全 7 件
・人文学カフェ　
　「村上春樹「1Q84」を読む」など全 3 件

本ニュースレターでは北大 OCW の活動にご協力くださっている先生方の声をシ
リーズでお伝えします。第 2 回目は文学研究科の中村三春先生にお話を伺いまし
た。中村先生の人文学カフェ【村上春樹「1Q84」を読む】は iTunes	Store で紹
介され、北大 OCW への記録的アクセス数が記録的に増加しました。

※写真は文学研究科教員著作展示コーナー「書香の森」

学教養課程程度の初学者向けに提供し
ているものです。これまでは、「論文・
レポートの書き方」、特に「起承転結
が基本」などのような記事へのアクセ
スが多かったのです。それが OCW で

『1Q84』カフェの模様が公開されてか
ら、それ以前より月間 500PV（ペー
ジヴュー）ほどアクセスが増え、その
後は概ね 2300PV 前後で推移してい
ます。7 月は、夏休みの効果もあって
か、3000PV を記録しました。
　また、Twitter でも OCW コンテン
ツ、特に iTunes 経由の動画を視聴し
た感想がいくつか投稿されていまし
た。iPhone や iPod に ダ ウ ン ロ ー ド
して、通勤・通学の電車内で視聴する
という方がほとんどで、空き時間に大
学教員のセミナーを学べるということ
がメリットと感じられているようでし
た。

　村上春樹の話題作『1Q84』の内容
を紹介し、セックス、ヴァイオレンス
などのキッチュ性が、いかに現代芸術
としてのアピールに寄与しているか
を説明しました。また、オーウェルの

『一九八四年』や、エンデの『果てし
ない物語』とこの作品との関連につい
ての私の考えを述べました。まとめと
しては、それらに通じる〈物語をかき
かえる物語〉の観点から、人と人、人
と世界との間の繋がりを言葉によって
語り、読むことの重要性を知らせてく
れる作家として、村上文学を評価して
みました。
　私はこれまでも、太宰治などに代表
される近代作家の作品を、〈小説につ
いての小説〉（メタフィクション）と
して読み直す作業を行ってきました。

『1Q84』などの村上作品は、小説の意
義を問いなおす現代におけるメタフィ
クションの代表であり、私にとっては
とても貴重な研究対象であると感じて
います。　

動画やスライドなどを用いて効果的に
表現できるものが多いと思われます。
　特に、国内的には「地の利」がある
とは言えない北大が、ネットを通じて
教育コンテンツを公開し、国内外に自
らの特長をアピールすることのできる
OCW のシステムを活用しない手はな
いと考えます。なかなか、世界的な賞
を取るような話題性を得にくい人文学
などの地味な分野でも、OCW を利用
すれば、視聴者はウェブ上でいながら
にして受講することができるわけです
から、その効果は絶大と言えます。
　 ま た 北 大 OCW そ の も の だ け で な
く、 さ き ほ ど の iTunes や Twitter な
どの繋がりの中で、公開した情報が瞬
時に爆発的に広がることも、オンキャ
ンパスではないコンテンツ公開の大き
なメリットでしょう。コンテンツの発
信や維持に係る管理は必要であるとし
ても、このような情報の流通は他のメ
ディアでは真似のできないものですか
ら。　

他にも文学部・文学研究科から様々な
資料が提供されています。北大 OCW
で公開するメリットは何でしょうか？

「1Q84 を読む」を北大 OCW で公開し
て先生の研究サイトへのアクセス数等
で何か変化はありましたか？

「1Q84 を読む」の概要と先生の研究で
の位置づけを教えてください。

　OCW で教育内容を公開することは、
現代の大学の基本姿勢として求められ
る活動であると考えます。政府や企業
が、こぞって事業内容をウェブ上で公
開している時代、大学はメインコンテ
ンツとしての講義を、OCW を通じて
公開することが使命となります。その
中でも、文学部で行われている教育内
容は、実はウェブベースに乗りやすく、

　私の研究・教育ブログは、文学研究
や映画論などに関するヒント集を、大

本学では 2005 年度から北海道大学オープンコースウェアプロジェクト（以下、北大 OCW) を開始し、講義の資料や映像を通
して北海道大学の教育を伝えています。この趣旨にご賛同くださる先生方のご協力で活動を維持していますので、本ニュース
レターで北大 OCW の活動をより一層ご理解いただければ幸いです。皆様からの資料提供を心よりお待ちしています。
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◇お知らせ◇
ワークショップ「OCW コンテンツを用
いたモバイルラーニング」を 3 月 10、
11 日に情報基盤センター南館にて開催
します。詳細は北大 OCW までお問い合
わせください。

昨年 12 月にストックホルムでノーベ
ル化学賞を受賞された北大名誉教授 
鈴木章先生の講演会が 1 月 13 日に高
等教育推進機構で開催されました。こ
の様子はテレビニュースや新聞などで
も報道されました。講演は大変な人気
で、抽選にもれた学生等のための大型
テレビモニターによる同時中継や北大
OCW か ら の 動 画 配 信 を 行 い ま し た。
鈴木先生の記念講演は「北大 OCW トッ

プページ→鈴木先生の写真」や「ペー
ジメニュー→トピックス」から視聴で
きます。

　コラム
　【OCW 道場！】

本道場では『オープンコースウェア
で何ができるの？』と疑問をお持ちの
皆様に様々な活用方法を伝授します。
　
前回の道場では活用術その①「JOCW
の各大学のサイトで講義術を拝見！の
術」、活用術その②「OCW で講義資料
を安心保存の術」について伝授したの
を覚えておるかの？
今回は今年度最後の奥義じゃ…

　活用術その③
新年度から始まる総合入試世代に向け
北大 OCW を利用して情報を発信する
のじゃ。迷える子羊たちはウェブの世
界でも彷徨える子羊じゃ。北大の知財
を幅広く公開しているページに教材や
講義風景があれば、進路を決める学生
の目に留まり易いと思うのじゃ。どう
じゃ、役立ちそうかの？

入
門

【編集後記】
早いもので今年度も締めの時期になり
ました。ニュースレターも無事第 2 号
が発行できて本当によかった！ ( 編集 I)

 

北大 OCW では今年度本学が主催した
全 26 件のプロフェッサー・ビジット
のうち北見北斗高校、大麻高校、札幌
日大中高校での講演に同行し収録を行
いました。各高校から OCW での公開
を楽しみにしているとの声をいただき
ました。これらの様子は「北大 OCW
ページメニュー→プロフェッサー・ビ
ジット」にて公開中です。

　  ピックアップ

【プロフェッサー・ビジット】

【トピックス】ノーベル賞

ノーベル化学賞受賞講演「夢は自分で探すもの」での
鈴木章 北大名誉教授のご様子（収録映像より抜粋）

新規コンテンツ公開状況 (2010/10/1~2011/1/31)

( ※データは 2011 年 1 月 31 日現在の数字になります。）

【全学教育】　  芸術と文学              パイプオルガンとその音楽
                   ロシア音楽の魅力 
　　　　　  　環境と人間               北大総合博物館で学ぼう，ヒグマ学入門
                  　特別講義                 大学と社会

【大学院教育】理学院                 博物館コミュニケーション特論
【トピックス】ノーベル賞               ノーベル化学賞受賞記念講演会
【サステナビリティ・ウィーク】　　インフルエンザなどの人獣共通感染症を克服する〜統合科学実験展示〜　 
    　             鳥、ブタ、そしてパンデミックインフルエンザ騒動を斬る
　　  　　  　　　  　 みんなで考えよう－身近な環境と子供の健康－
　　                   サステナビリティ水産科学の理論と実践
　　                        崩壊する地球生態系を救えるか？
　　                   都市・農村の地域連携を基礎とした低炭素社会のエコデザイン

【プロフェッサー・ビジット】          見えない光、赤外線を利用する太陽電池 
　　        循環型社会と低炭素社会
　　        美しいかけがえのない水環境をいつまでも

【北海道大学教育 GP】      看護学教育における OSCE の実際
　　                   博物館で個性が活かせる授業を創ろう！ 
　　        CoSTEP これまでとこれから
　　        大学博物館から拓く学生教育の未来 3 

【土曜市民セミナー】      私達と自然エネルギーの未来
　　                  トリニダードトバゴ共和国の歴史と文化、自然

【ひらめき☆ときめきサイエンス】   ようこそ不思議な細菌の世界へ！
【サイエンス・カフェ札幌】     化石に秘められたミステリー
                   下を向いて歩こう♪

【人文学カフェ】       渡る使節はニセばかり 
                   増える鹿、減るトナカイ 

【セミナー / 講演会】      第 17 回北海道大学教育ワークショップ 


